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1．はじめに

持続可能な開発目標（Sustainable Devel-

opment Goals、SDGs）の概念が国内外で広

がりを見せている。SDGs の目標8「働きが

いも経済成長も」では、だれもが働きがいの

ある人間らしい仕事ができること、不安定な

状況で働いている人も含めてすべての人が働

く権利のもと安心・安全に仕事ができる環境

を構築することをうたっている1）。それに伴

い、職場での「ウェルビーイング」にも関心

が寄せられている。本稿では、ウェルビーイ

ングという新たな概念を主流にこれからの労

働安全の方向性について概要を記す。

2．ウェルビーイングとは

職場におけるウェルビーイング向上には今

や多くの企業が関心を持ち、様々な形で取り

組みを始めている。しかしながら、複数領域

で多様な定義が存在するため実態が相互理解

されにくいこと、客観的・定量的な計測法や

講じた取り組みの有効性評価の方法が構築さ

れていないなどの課題を抱えている。

ウェルビーイングという言葉は、世界保健

機関（World Health Organization、WHO）

設立（1946年）時の「世界保健機関憲章（す

べての人民の幸福と円満な関係と安全の基礎

であることを宣言する）」に登場する2）。「健

康とは、単に疾病がない状態ということでは

なく、肉体的、精神的、そして社会的なウェ

ルビーイングが完全に満たされた状態にあ

る」としている。ここでの「ウェルビーイン

グ」は、領域によって和訳が多様化する。た

とえば、SDGs の目標3では、「すべての人に

健康と “福祉” を」と訳される。また、「社会

的ウェルビーイング」というと、よい社会で

あると同時に、人間関係も良好であることと

解釈される1）。労働安全分野においては、よ

りわかり易く「良い状態が続くこと」がウェ

ルビーイングであると説明している。

心理学の領域では、哲学的背景、概念の定

義、測定法等の違いにより「主観的ウェルビー

イング（Subjective well-being、SWB）」と、「心

理的ウェルビーイング（Psychological well-

being、PWB）」の二つが存在する。

SWB は、感情的な幸福感を指し、安心感

や快楽を示す。楽しい出来事や安全な環境と

いった、どちらかというと外的なものから享

受される心の良い状態といえる。様々な概念

や尺度があるが、先駆研究者のひとりである

Diener による「人生満足尺度（Satisfaction 

with Life Scale、SWLS）」が有名である3）。

SWLS は、人生における満足度を、生活満足

感（life satisfaction）と感情的な評価（affect）

を5設問で問うものである。

PWB は、人生における目的と意義、また

は自分自身の機能の実現とされ、研究者らは、

はたらく人のウェルビーイングの 
「見える化・定量評価」
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人としての成長、温かい人間関係、環境の克

服、自己受容等を基準として使う。なかでも

ウィスコンシン大学の Ryff は、人格発達や

自己成長に関連した先行理論を詳細に検討

し、人生全般に亘るポジティブな心理的機能

として PWB の統合モデルを構築した4）。そ

れによると PWB は、人格的成長、人生にお

ける目的、自律性、環境制御力、自己受容、

積極的な他者関係の6つの心理的機能（下位

尺度）から構成される。PWB は、内的欲求

の達成による幸福といわれている。

SWB とは心の「良い状態」、PWB は「善

い心の状態」の追及といえる。両者ともに人

の内的事象、主観的なものではあるが、工夫

次第では定量的な測定と客観的な評価が可能

と我々は考えている。

3． 労働安全とウェルビーイ
ング

これまでの労働安全活動は、労働災害防止、

すなわち人間の身体、特に物理的な肉体に対

する「安全」の確保にあった。リスクや身体

的傷害が「ある」から「ない」状態への働き

かけ、いわゆるネガティブ（マイナス）をゼ

ロにする活動といえる5）。この視点に疑念を

挟む余地はなく、今後も持続していく必要は

あるが、ウェルビーイングを追求する動きは、

労働安全領域でも例外ではなく、昨今盛んに

議論・検証が始められている。これからの労

働安全は SDGs 等の世界の潮流を見据え、マ

イナスからポジティブ方向にパラダイムシフ

トする時期と考えられる。

労働安全における新しい視点は、はたらく

人々はもちろん企業もともに、明るく前向き

に安心して仕事をするポジティブ（プラス）

な方向を目指すことにある。リスクからの解

放や身体の健康、パフォーマンスの向上、次

世代のための持続的な作業スタイルを図るこ

とに目標を置くポジティブ方向へのアプロー

チの比重は今後ますます高まることが予想さ

れる。この活動がはたらく人の幸せ、生きが

い、やりがいに結び付くのは自明のことであ

るが、企業の経営サイドにも同様に恩恵がも

たらされる。収益性・成長性・安全性・規模

など財務中心に行われてきた企業評価が、

コーポレート・ガバナンスの観点から企業の

社会的責任が厳しく問われるようになり、さ

らに環境性、社会性、人間性などを加えた多

元的評価へと移行している。すなわち、労働

安全活動をコストと捉える今までの意識を、

未来への投資であると意識変革を行う時期に

来ているといえる。企業のウェルビーイング

を社会のウェルビーイングへと寄与する新時

代の経営目的を醸成させる時代の到来である。

4． ウェルビーイングの見える
化と Behavior-Based 
Safety （BBS） による
最適化

これまで筆者らは、主観的ウェルビーイン

グ（人生満足尺度、SWLS）日本語版6）（表1）、

および心理的ウェルビーイング尺度日本語

版 7）（表2）を用いて、作業現場においては

たらく人々のウェルビーイングの「見える化」

を図っている。このような主観的評価は、と

かく客観性や妥当性・信頼性等の科学的根拠

についての疑問が取りざたされる。我々は、

本尺度の計測を繰り返し、個人内の変化率で

対策や介入の効果を評価する手法を構築し、

半定量的評価あるいは個体内比較による評価

を行っている（図1）。

加えて、真の意味でウェルビーイング向上

を目指すのであれば、見える化のあとに施し

た対策の効果の評価や、労働災害あるいはヒ

ヤリハット件数の変化、意図的な不安全行動

の変容などを確認する必要がある。その評価
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方法の一つが「産業安全行動分析学（Behav-

ior-Based Safety、BBS）」である8）。BBS は、

心理学の中の一学派である行動分析学に属す

る。行動分析学は、「行動」の予測と制御、

分析と定量評価、そして問題の解決を、科学

的なエビデンスを用いて探求する学問であ

る。何らかの直接的な働きかけにより行動そ

のものを変化・修正するというよりも、独立

変数（環境）を操作することで従属変数（行

動）を変容させることに主眼を置き、行動の

「後」に生じた「環境の変化」でその行動が

将来的に維持・増強されるとする「行動随伴

性」を中心概念とする。

我々は、産業現場にも行動分析学の活用の

可能性は大いにあると考え、BBS を活用した

職場の「カイゼン」、すなわち最適化を図っ

ている。BBS の目標は、「安全で健康的でウェ

ルビーイングな職場」を実現することにほか

ならない。我々は、ウェルビーイング尺度で

得られた結果と BBS における定量評価法を

融合し、ウェルビーイングの向上とその対策

の効果を評価する「ウェルビーイングアセス

メント」の構築を手掛けている。ウェルビー

イングアセスメントでは、主観的評価だけで

はなく、並行して作業効率、機械の構造的な

評価、バイタルサインや行動変容も同時に評

価する多次元的アプローチを用いる9）。まだ

始まったばかりの取り組みではあるが、いく

つかの実証実験結果も出始めている。

ウェルビーイングと BBS を融合させ、さ

らに労働安全の領域に応用するにあたって

は、いくつかの問題も明らかになってきた。

表 1．主観的ウェルビーイング（人生満足尺度、SWLS）日本語版
ここではあなたの人生についてお伺いします。
次の（a）〜（e）までの文章それぞれについて、どのくらい「同意する」または「同意しない」か、あてはまる数字1つに○
をつけてください。

同意しない どちらで
もない

同意する
全く ほとんど あまり やや かなり 非常に

a.	 	ほとんどの面で、私の人生は理想に
近いものだ 1 2 3 4 5 6 7

b.	 	私の人生はとても素晴らしい状態に
ある 1 2 3 4 5 6 7

c.	 私は自分の人生に満足している 1 2 3 4 5 6 7

d.	 	私は、これまで自分の人生で望んだ
重要なものを手に入れてきた 1 2 3 4 5 6 7

e.	 	もう一度人生をやり直せるとしても、
私には変えたいと思うところはほと
んどない

1 2 3 4 5 6 7

比較

採点結果①

アンケート①
SWB
PWB

作業①
あるいは
対策①

作業②
あるいは
対策②

アンケート②
SWB
PWB

アンケート③
SWB
PWB

採点結果② 採点結果③

比較

比較

実験開始

図 1　ウェルビーイングの定量評価（概念図）

SWBは主観的ウェルビーイング（Subjective	well-being），PWBは心理的ウェルビーイング（Psychological	well-being）の略。
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機械安全や建設安全側にはルールがあり、す

べての安全活動はこのルールに則って行われ

る。機械系及び電気系の安全規格として、そ

れぞれ国際標準化機構（ISO）と国際電気標

準会議（IEC）があり、機械安全はとりわけ

この両機関により共同開発された、安全の側

面／規格への導入指針である ISO/IEC ガイド

51に沿って活動している。これらなくして

機械安全は語れないといっても過言ではな

い。ほかにも JIS あるいは労働安全衛生法等

の様々な規格や法規の上に機械安全が成り

立っている。BBS あるいはウェルビーイング

表 2．心理的ウェルビーイング尺度日本語版
次の（a）〜（r）の文章それぞれについて、どのくらい「同意する」または「同意しない」か、あてはまる数字1つに○をつ
けてください。

同意しない どちらで
もない

同意する
全く ほとんど あまり やや かなり 非常に

a.	 	一般的に、私は目の前の状況を把握
していると感じる 1 2 3 4 5 6 7

b.	 	私は、今、一日一日を生きているの
であって、将来のことを深く考えた
りしない

1 2 3 4 5 6 7

c.	 	私は自分の人生を振り返ってみて、
結果として起きていることをうれし
く思う

1 2 3 4 5 6 7

d.	 	毎日の生活の中でやらなければなら
ないことに、しばしば愕然（がくぜん）
とする

1 2 3 4 5 6 7

e.	 	自分や世の中についての考え方を変
えさせるような新しい経験をするこ
とは大切だと思う

1 2 3 4 5 6 7

f.	 	親密な関係を維持することは、私に
とって難しく、また欲求不満のもと
になっている

1 2 3 4 5 6 7

g.	 	私は、強い意見を持つ人に影響され
がちだ 1 2 3 4 5 6 7

h.	 	たとえ一般に合意されていることに
反しても、私は自分の考えに自信を
持っている

1 2 3 4 5 6 7

i.	 	毎日の中でいくつもある責任をやり
くりすることに、私は長けている 1 2 3 4 5 6 7

j.	 	私は、自分の性格をおおかたにおい
て好きだ 1 2 3 4 5 6 7

k.	 	私にとって、人生とは、学び続け、変
化し続け、成長し続けるものである 1 2 3 4 5 6 7

l.	 	人は私のことを、「ほかの人のために
時間を費やす面倒見のいい人だ」と
いうだろう

1 2 3 4 5 6 7

m.	 	私は、自分が人生でなしてきたこと
の多くに失望している 1 2 3 4 5 6 7

n.	 	人生をとても良いものにしようとか、
変えようとかすることは、とうの昔
にあきらめた

1 2 3 4 5 6 7

o.	 	心温まり信頼できる人間関係をもっ
たことは、それほどない 1 2 3 4 5 6 7

p.	 	私は、他の人が大切だと考える価値
観ではなく、自分が大切だと考える
ことで自分を判断する

1 2 3 4 5 6 7

q.	 	目的を持たずに人生を放浪する人も
いるが、私はそのような人間ではない 1 2 3 4 5 6 7

r.	 	私は、時々、人生でなすべきことは
すべて成してきたかのように感じる 1 2 3 4 5 6 7
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研究の専門家のうち、これらを熟知している

者はごく一部である。もちろん中には十分な

知識を持って実践している者もいるのであろ

うが、ほとんどがコンサルティング会社等の

自営か企業に所属し、知識・手技が労働安全

領域に周知されることはほぼ皆無といえる。

また、たとえ活動内容が公開されるとしても、

それは心理学・行動分析学関連のアカデミッ

クな場に留まり、実際の現場に還元される機

会は極めて少ないのが現状である。規格・法

規に精通した労働安全の専門家と心理学者が

手を携え、現場に沿った活動を行う試みが今

後必要と思われる。

さらに、労働安全と労働衛生におけるウェ

ルビーイングには認識に違いがある点に留意

が必要である。2021年に ISO 45003「労働安

全衛生管理-職場における心理的安全衛生-心

理社会的リスク管理のためのガイドライン」

が発行された10）。ISO 45003は、ISO 45001

労働安全衛生のための国際規格11）に基づい

た労働安全衛生マネジメントシステムを使用

している組織を支援するために作成されてい

る。それによると、ISO 45003で扱うウェル

ビーイングは、メンタル不調や身体の障害か

らのリワークまでの道のりを言及していると

読み取れる。すなわちネガティブから勤務可

能な通常状態までを範囲とする。労働安全衛

生におけるウェルビーイングとひとくくりに

言及する際には留意されたい。

5．おわりに

本稿では、ウェルビーイング向上への世界

的な潮流にもとづき、より良い作業現場の構

築のための活動と今後の課題を概要した。こ

の研究はまだ途に就いたばかりであるが、今

後も作業現場での実証的検証を行い、働く人

にとっての快適な職場づくりに邁進していく

予定である。
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